
法

規

的

告

示

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示

（
作
業
環
境
測
定
士
規
程
の
一
部
改
正
）

第
一
条

作
業
環
境
測
定
士
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
試
験
）

（
試
験
）

第
二
条

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
五
条
の
作
業
環
境
測
定
士
試
験
（
以
下
「
試

験
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
範
囲

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条

作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
五
条
の
作
業
環
境
測
定
士
試
験
（
以
下
「
試

験
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
試
験
の
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
範
囲

に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

試
験
の
科
目

範

囲

試
験
の
科
目

範

囲

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

統
計
に
関
す
る
基
礎
理
論

ガ
ス
、
蒸
気
及
び
粉
じ
ん
の
性
質

測
定

点
等
の
設
定
方
法

個
人
ば
く
露
測
定
（
作
業
環
境
測
定
法
第
二
条
第

三
号
に
規
定
す
る
個
人
ば
く
露
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
対
象
と

な
る
労
働
者
等
の
設
定
方
法

測
定
機
器
の
選
択
方
法

試
料
採
取
機

器
の
原
理
及
び
使
用
方
法

採
取
し
た
試
料
の
管
理
方
法

簡
易
測
定

機
器
の
原
理
及
び
使
用
方
法

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ

イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

統
計
に
関
す
る
基
礎
理
論

ガ
ス
、
蒸
気
及
び
粉
じ
ん
の
性
質

測
定

点
等
の
設
定
方
法

測
定
機
器
の
選
択
方
法

試
料
採
取
機
器
の
原
理

及
び
使
用
方
法

採
取
し
た
試
料
の
管
理
方
法

簡
易
測
定
機
器
の
原

理
及
び
使
用
方
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
講
習
）

（
講
習
）

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
の
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の

科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
の
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の

科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中
欄
に
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

講
習
の
科
目

範

囲

時
間

講
習
の
科
目

範

囲

時

間

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
命
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
及
び
第
十
七
条
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
四
十
条
（
新
規
則
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
以
後
に
締
結
さ
れ
る
不

動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
（
次
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
不
動
産
特
定
共
同
事
業
契
約
を
い
う
。）に
係
る
対
象
不
動
産
の
売
却
等
（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
規
則
第
十

一
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
対
象
不
動
産
の
売
却
等
を
い
う
。）に
つ
い
て
適
用
す
る
。

第
三
条

こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
又
は
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
の
新
規
則
第
四
十
三
条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
新
規
則
第
七
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
二
十
五
号

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
三
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
告
示
の
整
備
等
に
関
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
八
月
二
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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